
 
 
 
 
 

 

学年末を迎えるにあたって 

 
学校長 和智 重徳 

 
陽だまりに確かな暖かさが感じられるようにな

り、子供たちの笑顔もいっそう輝きを増していま
す。早いもので、今年度も残すところわずかとな
りました。現在、各学年では1年間の学びの集大
成として、まとめの学習に精一杯取り組んでいま
す。 
この３学期には、本校の特色ある教育の一つで

ある現地校との交流に取り組んできました。小学
部１年生はニッダ校を、３年生はゲオルク校をそ
れぞれ本校に迎えて、２年生はブーフヒューゲル
校、４年生はテキストール校をそれぞれ訪問して
の交流活動を行いました。いずれの学年の子供た
ちも、歌やゲーム、日本文化の紹介などを行い、
習ったドイツ語や身振り手振りを駆使してコミュ
ニケーションを図っていました。本校では小学部
１～４年生は、各学年の交流相手校を４年間同じ
学校とすることで、長いスパンで交流を継続し友
情を深めることにつなげています。 
さて、令和７年度もあとわずかとなりました。

この一年、明るく伸び伸びと学校生活を送る中
で、子供たちは協力し合ったり切磋琢磨したりし
ながら、学校でなければ学べないことをたくさん
学んできました。運動会や学校祭など大きな行事
を成功させるたびに子供たちの成長を実感するこ
とができました。また、子供たちは一日一日、一
時間一時間を無駄にせず、着実に伸びてきまし
た。日々の積み重ねは小さなものでも、この一年
を振り返ると、改めて大きな成長のあとを感じま
す。年度末を迎えるにあたり、子供たちの成長を
ともに喜び合いたいと思います。進級、進学を前
に、ぜひ各ご家庭でもお子様の成長ぶりを認め、
褒めてあげてください。そのことが子供たちの次
の学びにつながっていきます。子供たちには、学
んだこと身に付けたことをもとに、自信と誇りを
胸に新しい学年、新しい学校、次のステージへと
進んでいってほしいと願っています。 
 ３月１１日には、令和７年度の卒業式を挙行し
ます。学校生活の様々な場面でリーダーとなり、
期待にこたえる活躍を見せた小学部６年生、中学
部３年生が卒業証書を手にします。卒業、進学と
いう人生の大きな節目、小学校生活、中学校生活
の総まとめとして、「最後の授業」として、思い
出に残るすばらしい卒業式になるよう、心を一つ
にして準備、練習に取り組んでほしいと願ってい
ます。フランクフルトにある本校で学んだことを
糧として、新たなステージでの大いなる飛躍を心
から期待しています。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
結びになりますが、保護者の皆様には、今年度

も本校の教育活動に温かいご理解とご協力をいた
だきましたことに、心より感謝申し上げます。来
年度も変わらぬご支援をいただけますよう、よろ
しくお願いいたします。 

 
 

 

３月 弥生（やよい）；MÄRZ 
  ４日（水）児童生徒朝会 

６日（金）委員会活動 

  ９日（月）卒業式予行 

       職員会議     

 １０日（火）幼稚部卒園式 

       卒業式準備 

 １１日（水）卒業式 

 １２日（木）修了式 

       離任式 

 １３日（金）春休み（～４/８） 

 

４月  卯月（うづき）：ＡＰＲＩＬ 
９日（木）着任式・始業式 

 １０日（金）入学式 

 １３日（月）短縮午前授業 身体測定 

       学力テスト週間(～１７日) 

 １４日（火）短縮午前授業 身体測定 

 １５日（水）短縮午前授業 全校朝会 身体測定 

２０日（月）小学部学年懇談会（～２４日） 

 ２２日（水）前期児童生徒会役員選挙 

 ２３日（木）授業参観・全体保護者会 

中：中学部保護者会・学級懇談会 

 ２４日（金）小：１年生を迎える会  

小３：まち探検 

２８日（火）小３・４：春の遠足 委員会活動 

２９日（水）職員会議 

３０日（木）部活動（体験） 

 

 

予定は変更になることがあります 
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